
、

• 
チ
ャ
コ
ッ
ト
バ
レ
エ
サ
ー
ク
ル
発
表
会



新
年
を
迎
え
て

町
民
の
み
な
さ
ん
、
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

希
望
に
輝
く
平
成
六
年
内
新
春
を

迎
之
、
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
発
展

を
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と

共
に
‘
平
紫
か
ら
町
政
の
推
進
に
な

に
か
と
ご
理
解
、
ご
支
援
を
賜
っ
て

お
り
ま
す
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
、
深

〈
感
街
を
表
し
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返

っ
て
み
ま
す
と
国

際
的
に
は
、
国
際
社
会
に
お
け
る
貢

献
の
あ
り
方
、
原
境
保
全
的
問
題
、

農
産
物
の
問
題
な
ど
、
日
本
が
果
た

す
べ
き
役
劃
や
貿
易
摩
機
等
様
々
な

問
題
を
抱
え
、
各
固
め
圧
力
は

一
段

今
金
町
長

村

本

光

夫

と
増
し
て
来
て
お
り
ま
す
。

園
内
に
お
き
ま
し
て
も
円
高
や
バ

ブ
ル
経
済
崩
壊
に
伴
う
景
気
低
迷
が

長
期
化
傾
向
に
あ
り
ま
す
.
そ
の
た

め
、
失
業
、
就
職
難
、
雇
用
調
整
が

行
わ
れ
る
な
ど
、
社
会
不
安
が
増
大

化
し
、
践
に
厳
し
い
情
勢
下
に
あ
り

ま
す
。今

金
町
の
昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、

7
月
ロ
日
夜
、
予
想
も
し
な
い
北
海

道
南
西
沖
地
震
に
よ
り
、
歴
史
的
な

大
き
な
災
害
に
見
舞
わ
れ
、
道
路
や

家
屋
、
農
地
及
び
農
業
施
設
等
に
大

被
害
を
受
け
ま
し
た
こ
と
は
、
痛
恨

の
極
み
で
あ
り
ま
す
。

の
町
政
に
対
す
る
温
か
い
ご
支
援
、

ご
協
力
的
賜
も
の
と
心
か
ら
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
、
昨
年
取
り
残
さ
れ
た
災

害
復
旧
事
業
を
は
じ
め
、
英
利
河
地

区
に
掘
削
し
て
お
り
ま
す
温
泉
ポ
ー

リ
ン
グ
が
引
き
続
き
行
わ
れ
ま
す
。

矧
待
ど
お
り
湧
出
が
あ
り
ま
す
と
、

多
目
的
在
地
熱
利
用
開
発
が
見
込
ま

れ
ま
す
。
ま
た
、
美
利
河
ダ
ム
下
町

ゴ
1
カ
|
↑
コ

l
ス
が

5
月
の
連
休

頃
か
ら
オ
プ
ン
干
定
で
あ
り
、
若

者
や
家
族
連
れ
で
賑
わ
う
も
の
と
期

待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

庁
内
態
勢
と
し
て
、
懸
案
で
あ
り

ま
し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
導
入
に
よ
る

O
A
化
事
業
を
本
年
か
ら
3
年
計
画

で
取
り
進
的
、
事
務
の
筒
紫
化
と
町

民
対
応
の
正
確
、
迅
速
化
を
図
っ
て

建
設
的
な

意
見
・
提
言

を

期

待

豊
か
で
住
み
よ
い
町
づ
く
り
は
、

町
民

一
人
ひ
と
り
が
望
ん
で
い
る
こ

と
で
し
ょ
っ
。

ま
た
、
春
か
ら

の
異
常
気
象
に
よ

っ
て
水
稲
は
収
穫

皆
無
を
は
じ
め
、

大
豆
、
小
豆
等
の

収
穂
量
は
‘
大
減

収
と
な
り
ま
し
た

こ
と
は
試
に
無
念

で
あ
り
、
被
害
を

受
け
ら
れ
ま
し
た

農
業
者
向
皆
さ
ま

に
対
し
、
心
か
ら• ー-

参
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
新
総
合
計
画
に
基
づ

く
賭
絞
め
政
策
的
積
極
的
な
推
進
を

図
り
、
町
民
各
位
の
負
託
に
応
え
て

ま
い
る
べ
く
決
意
を
新
た
に
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

な

お

平

成

6
年
度
連
設
を
予
定

し
て
お
り
ま
し
た
老
人
保
健
施
設
建

設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
の
新
た
な

ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
推
進
に
伴
い
、
建

設
計
画
と
併
せ
て
開
設
、
運
営
計
画

等
、
包
括
体
制
を

考
慮
す
る
必
要
性

か
ら
平
成
7
年
度

沼
手
町
計
画
変
更

に
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で

ご
型
解
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

日
常
生
活
に
欠
か
せ
な
い
道
路
町

整
備
や
福
祉
の
向
上
な
ど
は
町
政
と

密
増
し
て
い
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で

す
。
そ
う
い
う
意
味
で
あ
ら
ゆ
る
行

政
施
策
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。小

さ
な
問
題
か
句
大
き
な
問
題

そ
し
て
夢
を
、
皆
さ
ん
お
持
ち
で
し

ょ
う
。
そ
う
い
フ
声
を
聴
く
の
が
町

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
ん
な
中
に
あ
っ
て
、
「
ま
ち
の

顔
づ
く
り
事
業
」
の
一
環
と
し
て
建

設
さ
れ
た
風
車
内
物
産
館
「
デ
モ

レ

l
ン
」
が

4
月
か
ら
開
館
し
、
商

工
業
者
向
活
性
化
内
拠
占
、
と
し
て
貢

献
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成

2
年
内
国
道
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
流

雪
濡
事
業
も
咋
年
ロ
月
に
全
線
通
水

さ
れ
、
関
連
事
業
と
し
て
街
路
灯
新

設
、
歩
道
内
イ
ン
タ
ー
ロ

y
キ
ン
グ
、

街
路
樹
に
町
木
町
イ
チ
イ
が
植
栽
さ

れ
る
な
ど
、
明
る
く
美
し
い
街
並
み

に
一
変
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

農
業
関
係
で
は
、
桧
山
北
部
4
町
5

農
協
が
協
議
し
な
が
ら
進
め
て
お
り

ま
し
た
広
域
野
菜
集
出
荷
施
設
も
予

定
ど
お
り
完
成
し
、
新
鮮
な
野
菜
生

産
振
興
が
図
ら
れ
る
も
の
と
関
係
者

か
ら
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
の
主
な
事
業
と
し
て
、

町
民
的
皆
さ
ま
の
安
全
で
快
適
な
生

活
環
境
町
向
上
を
期
す
る
町
道
的
改

良
舗
装
を
は
じ
め
、
公
住
建
設
、
活

力
あ
る
産
業
を
構
築
す
る
た
め
の
股

道
及
び
林
道
の
開
設
、
観
光
施
設
整

備
、
医
療
の
確
保
、
健
康
づ
〈
り
、

教
育
の
振
興
並
び
に
人
づ
く
り
対
策

は
、
お
お
む
ね
順
調
に
進
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
.

こ
の
こ
と
は
ひ
と
、
え
に
、
町
議
会

は
じ
め
各
附
係
機
関
、
町
民
皆
さ
ま

今
後
と
も
、
町
民
的
総
力
を
結
集

し
、
国
際
社
会
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し

い
「
活
力
あ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」

を
め
さ
し
遁
進
い
た
し
た
く
存
じ
ま

す
の
で
、
よ
り

一
府
内
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り

一
言
述
べ
、
皆
さ

ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
ご

祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
内
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

政
懇
談
会
で
す
。

町
民
生
活
が
複
雑
多
様
化
、
要
求

も
多
く
な

っ
て
き
た
現
在
、
町
政
運

営
は
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
努
力

し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
意
見
や
要

望
が
全
て
満
た
さ
れ
る
と
は
限
り
ま

せ
ん
が
、
町
で
は
住
民
生
活
向
実
態

を
把
握
し
、
現
状
を
共
通
理
解
し
て
、

住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

ま
す
。町

民
の
方
々
の
建
設
的
な
意
見
を

期
待
し
て
お
り
ま
す
。
明
る
く
住
み

よ
い
町
づ
く
り
の
た
め
、

1
月
下
旬

美利河地底温泉ポーリング

明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

(2) 

本

年
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平成5年4月1日から平成5年9月30固まで

町 の財政 況状
私たちの町、今金かを住みよくするため町では、生活環境、教育施設、経済基盤、社会福祉の箆備

充実を図るため、各種事業を行っています。今年度のおもな建設工事を写真でみてみましょう。 とeσ〉よ

うな予算執行状況にあるかを知ってもらい、町政の一 層の発展についてご協力を

財政状況の公表は、町民のみなさんに町の財政がどのように運営され、
ー、、、、

公 表 し て い る も の で す。(6月、 12月)お願いするため、毎年2回

87億5.867万2干円一般会計予算総額

平 成 5 年度
区 分

予算現額 支出済額 支出率

議

" 費
96， 279 44， 052 45.8 

総 務 費 932. 728 443，503 47. 5 

民 生 費 928. 301 358. 925 38. 7 

衛 生 費 507.443 188. 297 37. 1 

労 働 費 2.555 474 18.6 

農林水産業費 1. 269. 769 153.898 12.1 

商 工 費 283. 136 106.689 37. 7 

土 木 費 1.268.096 293.474 23. 1 

消 防 費 189. 756 81.559 43.0 

教 育 費 681. 233 270， 704 39. 7 

災害復旧費 1.796.223 8.886 0.5 

公 依 費 780. 472 380.681 48.8 

予 備 質 5， 000 。。。
繰越明許費支出 17.681 17.262 97. 6 

計 8， 758， 672 2.348.404 26. 8 

(単位千同%)O歳出内訳

平成 5 年 度
区 分

予算現額 収入済額 収入率

町 税 561. 343 371. 009 66. 1 

地方議与税 116. 000 34，日72 29.4 

利干割交付金 11. 800 4. 751 40.3 

自動車取得税父付金 59.000 24. 663 41. 8 

地方交付税 2，888.739 2.170.216 75. 1 

交通安全特別交付金 50C 。 O. 0 

分担金、負担金 137.378 22，386 16. 3 

使用料、手数料 190.256 68，288 35.9 

国庫支出金 764. 389 124.218 16.3 

道 支 出 金 1. 956. 032 43，318 2. 2 

財 産 収 人 96.449 47.331 49.1 

寄 附 金 300 300 100. 0 

繰 人 金 220，445 100，000 45. 4 

繰 越 金 14.847 14.847 100.0 

言昔 収 入 1.011.613 487. 769 48. 2 

町 債 711，900 。。。
繰越明許費収入 17.681 3.810 21. 5 

計 8.758.672 3.516.978 40.2 

(単位千円%)く〉 歳入内訳

( . • 2種 2

ム南団地公営住宅建設工事(1棟12戸)
1穣 3L D K 4戸、 2種 3L D K 6戸、
LDK2戸、水洗トイレ付
工事費188，49日千円、 11月2日日完成

Aオランダ通り歩行者専用道路築造工事
幅員(自転車道 3m、歩行者道 2m)延長399m 

街路灯33灯、植栽工1，260mの区間
事業費108，000千円、11月15日完成

仮
称
「
今
金
町
文
化
セ
ン
タ
ー
」

( . • 
ム野菜集出荷施設(ダイコン、ニンジン選別洗浄施設)

鉄骨造り 1部 2階建2，416.5m'
1日の処理能力タ'イコン57t、ニンジン18t 

事業費611，069千円、 11月初日完成

ム蔓利河周辺整備夢瞳 (ダムサイト公園工事〕
i 多目的運動公園(ゴーカートコース、パツテリー力

-~，スキッド コース、多目的広場、管理樺、車
: 庫、展望台など}

司区瞳費120，036千円、 12月10日完成
(北海道市町村振興補助事構)

(単位千円%)

よ ¥〈f予揮現額 収入済額 収入率 予算現額 支出済額 支出率

国 保 事 業 会 言十 695，961 270.163 38.8 695，961 251. 144 36. 1 

簡 易 水 道 会 計 203. 707 69.852 34.3 203. 7日7 65.472 32. 1 

老 人 保 健

" 
計 日15，261 372.669 40. 7 915.261 372.668 40. 7 

国 保 病 院

" H 1， 225. 767 525，801 42. 9 1. 225， 861 582.084 47.5 

収益的収入及び支出 1.180.136 495，801 42. 0 1. 17日.510 558，925 47.4 

資本的収入及び支出 45，631 30.000 65. 7 46，351 23，159 50.0 

バロミ 百十 3，040，696 1. 238， 485 40. 7 3，040，790 1.271.368 41. 8 

[4) 

特別会計歳入 ・歳出予算の執行状況

に
お
き
、
市
街
地
を
中
心
と
し
た
施

設
整
備
が
望
ま
し
い
と
し
て
い
ま
す

村
本
町
長
は
「
財
政
上
司
諸
問
題

か
ら
建
設
計
画
年
度
(
平
成
9
年
度
)

が
大
き
く
ず
れ
込
む
こ
と
に
な
る
が

こ
の
構
想
を
基
本
に
皆
さ
ん
に
喜
ん

で
も
ら
え
る
施
設
づ
く
り
を
し
た
い
」

と
述
べ
、
今
後
も
建
設
基
金
を
積
み

立
て
る
と
し
て
い
ま
す
。

建
設
基
本
構
想
が
答
申
さ
れ
る

〕5
 

〔

平
成
2
月
刊
月
ロ

日
付
で
町
長
か
ら
諮

問
を
受
け
た
町
文
化

セ
ン
タ
建
設
構
想

委
員
会
(
会
長
加

藤

保

)

の

仮

称

「
今
金
町
文
化
セ
ン

タ
ー
L

建
設
基
本
構

想
が
ま
と
ま
り
、
日

月
お
日
に
町
長
に
答

申
さ
れ
ま
し
た
。

地
設
内
容
は
、
観

賞
、
研
修
、
発
表
な

ど
施
設
の
中
核
を
な

す
イ
ベ
ン
ト
ホ

l
ル、

催
し
広
場
、
各
種
会

議
室
及
び
サ
ー
ク
ル

活
動
室
、
図
普
及
び

視
聴
覚
施
設
な
と
総

面
級

3
6
3
0
.町
の

多
目
的
複
合
施
設
と

な
っ
て
い
ま
す
。

建
設
場
所
に
つ
い

て
は
、
単
な
る
空
き

地
発
想
で
は
な
く
、

高
齢
化
社
会
を
念
頭



平
成
五
年
度

小
・
中
学
生
絵
画
書
道
展
表
彰
式

平
成
5
年
度
小

・
中
学
生
の
絵
画

書
道
展
は
、
町
内
各
小

・
中
学
校
か

ら
絵
画
の
部
、
小
学
生
問
占
、
中
学

生
お
点
、
書
道
の
部
、
小
学
生
出

占
中
学
生
お
占
、
計
卸
占
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
に
基
づ
き
ロ
月
8
日

に
表
彰
式
が
消
防
会
綴
室
で
行
わ
れ
、

同
名
の
入
賞
者
に
各
々
賞
状
と
記
念

品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

マ
絵
蘭
の
部

納税協力者などが

表彰される

繁さ九ん (机八幡胴町貯削.占5鴎6臓歳

と2納税組合
中田

町
長
賞

佐
竹
雄
志
(
け
叫
)
、
松
本

さ
ゆ
り
(
d
q
)
、
議
会
議
長
賞
相

沢
卓
也
つ
は
勺
)
、
馬
場
絵
理
(
べ
時
)
、

教
育
委
員
長
賞
石
川
知
佳
(
d
q
)
、

馬
場
愛
二
社
可
)
、
教
育
長
賞
中

島
由
佳
(
A
刊
)
、
大
谷
佳
子
二
時
)

マ
舎
道
内
部

町
長
作
品
安
達
恭
平
(
d
q
)
、
津
田

栄
理
子
(
け
得
)
、
機
会
続
長
筑
波

辺
智
子

(
d吋
)
、
池
本
紗
織
(
什
時
)
、

教
育
委
員
長
賞
石
川
知
佳
(
パ
持
)
、

日
月
日
目
、
八
雲
税
務
署
と
八
雲

地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
は
、
納

税
行
政
に
功
績
の
あ
っ
た
、

2
個
人

と
4
団
体
を
表
彰
し
、
今
金
町
か
ら

は
町
納
税
組
合
連
合
会
長
で
国
税
広

報
協
力
員
な
ど
も
っ
と
め
る
田
中

繁
さ
ん
が
申
告
納
税
制
度
の
普
及
発

展
と
納
税
思
想
の
向
上
に
寄
与
し
た

• • 

平
成
五
年
度

生
き
が
い
対
策
事
業
開
催

高
齢
者
向
方
が
健
康
で
地
域
社
会

に
積
極
的
に
参
加
し
「
生
き
が
い
あ

る
L

生
活
を
送
る
こ
と
の
で
き
る
地

域
社
会
を
目
指
し
て
平
成

5
年
度
内

町
生
き
が
い
対
策
事
業
が

U
月
四
目
、

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
総
合
体
育
館

を
会
場
に

2
0
0
名
が
参
加
し
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
.

午
前
中
は
宮
下
隆
之
氏

(元
瀬
棚

中
学
校
長
)
が
「
も
っ
と
進
ん
で
活

動
し
よ
う
」
と
題
し
た
基
調
講
演
で

。
過
疎
化
で
若
い
人
が
少
な
く
、
高

齢
者
も
積
極
的
に
社
会
参
加
を
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
。
と
ユ

ー
モ
ア
た

つ
よ
り
の
悟
り
口
で
話
し

て
い
ま
し
た
。

ム七宝焼に挑戦するおばあち ゃん

畳
に
は
今
金
保

育
所
、
小
百
合
保

育
園
内
無
踊
劇
や

遊
戯
を
楽
し
み
、

午
後
か
ら
は
七
宝

焼
・
ハ

y
ピ
l
ポ

ー
リ
ン
グ
ゲ
ー

ト
ポ
ー
ル

・
映
画

鑑
賞
の

4
つ
の
講

座
に
別
れ
て
そ
れ

ぞ
れ
学
習
し
、
自

ら
の
「
生
き
が
い

あ
る
」
生
活
を
実

践
し
て
い
ま
し
た
。

笹
森
美
喜
(
内
怜
)
、
教
育
長
賞
藤

倉
雅
俊
(
A
刈
)
津
田
博
隆
(
庁
山
市
)

と
し
て
八
雲
税
務
署
長
表
彰
を
受
賞

し
ま
し
た
。

ま
た
、
優
努
な
納
税
成
縦
と
自
主

納
税
の
推
進
に
得
与
し
た
と
し
て
、

金
原
旭
納
税
貯
蓄
組
合
が
八
雲
地
区

納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
感
問
状
、

日
月
立
日
に
は
中
里
納
税
貯
蓄
組
合

が
桧
山
支
庁
長
表
彰
を
受
賞
し
ま
し

た。

同副首ø~~~~副首白~由自ψ由ø~司ø~、1'1~~~司自⑨司~~~切⑪ゆ脳同ø~由自白b唱0~ψ自由司自由0~⑨ゆ百fJ~~司bゅ司~~~曲目B唱曲目脚

今
金
町
奨
学
資
金

の
貸
付
希
望
者
へ

平
成
六
年
四
月
か
ら
修
学
さ
れ
る
学
生
で
、
奨
学
資
金

を
希
望
的
方
は
、
三
月
一

一十
五
日
ま
で
に
教
育
委
員
会
ま

で
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

O
貸
付
対
象
者
は

今
金
町
に
居
住
す
る
者
と
子
弟
で
次
の
条
件
を
備
え
て

い
る
こ
と
。

1
.
高
校
及
び
大
学
に
進
学
を
希
望
す
る
者
。

2
、
学
資
の
文
払
う
こ
と
が
困
難
と
認
め
ら
れ
た
者
。

3
、
身
体
健
康
、
学
業
成
績
優
秀
、
性
行
普
良
で
あ
る
者
。

0
貸
付
額

A
、
高
校
、
専
修
学
校
高
等
課
程
、
高
等
専
門
学
校
第
三

学

年

以

下

一

人
月
額

一
万
円

B
、
専
修
学
校
専
門
課
程
、
高
等
専
門
学
校
第
四
学
年
以

上

一

人

月

額

一

万

五

千

円

以

内

C
、
短
期
大
学

D
、
大

学

一
人
月
額

一
万
八
千
円
以
内

一
人
月
額

二
万
円
以
内

O
償

還

卒
業
後
六
ヶ
月
す
、
え
泣
き
、

す
。

十
年
以
内
の
年
賦
償
還
で

詳
し
く
は
教
育
委
員
会
へ
お
尋
ね
下
さ
い
。

宮
②
1
3
4
8
8

• • 
光の里学園祭

工夫を凝らして熱演.グ

第19回

得意の歌と芸で
豊寿困慰問

~今金町議会議員会~

日
月
刊
日
日
、
今
金
町
議
会
議
員
会

(
会
長
狭
間
勝
昭
)
の
メ
ン
バ
ー

ロ
名
が
豊
寿
国
を
慰
問
し
、
得
意
向

歌
と
芸
を
披
露
し
ま
し
た
。

閉
会
が
取
り
組
む
初
め
て
の
事
業

で
、
目
恒
い
千
鳥
み
ち
づ
れ
な
ど

の
歌
や
民
館
、
マ
ン
ド
リ
ン

・
ア
コ

デ
イ
オ
ン
の
演
泰
、
締
り
が
披
露

さ
れ
、
接
ん
な
拍
手
を
浴
び
て
い
ま

し
た
。同

会
で
は
、
こ
何
事
業
を
継
続
し

て
実
施
し
て
い
き
た
い
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

第
M
U

回
光
町
星
学
園
祭
が
ロ
月

5
目
、
同
学
園

内
地
域
交
流
ホ
ム
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
中
は
、
遠
く
か
ら
駆
け
つ
け
た
父
母
ら
の

見
守
る
中
、
舞
踊

3
曲
、
器
楽
演
奏
、
舞
踊
刷

「
西
遊
記
」
を
園
生
が
舞
台
い
っ
ぱ
い
に
披
露
し
、

盛
ん
な
拍
手
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
久
し
ぶ
り
に
会
う
親
子
が
一
緒
に

弁
当
を
食
べ
る
な
ど
の
触
れ
合
い
が
あ
ち
こ
ち
で

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
大
正
琴
舞
踊
愛
好
会

。
影
絵
同

好
会
「
つ
よ
っ
ぺ
」

・
箱
舟
の
人
形
劇
狩
場
太

被

・
禦
明
太
鼓
な
ど
が
友
情
出
演
し
て
学
園
祭
を

盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

今
回
も
笑
い
と
感
動
、

園
祭
と
な
り
ま
し
た
.

そ
し
て
ふ
れ
あ
い
の
学 司自由白防御司自~司自由ø~~~~~~~~~~~由自可，，~~~~~~~唱曲目宙唱ø~面ゆ自前官i'J~~唱曲敬司自~古~~唱11~~司~~~ゆ池宮b
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スポーツ少年図(み1l

桧山大会で大活躍

日
月
間
品
目
に
乙
部
町
で
行
わ
れ
た

桧
山
管
内
ス
ポ

ソ
少
年
団
剣
道
大

会
で
本
町
的
少
年
団
チ
ム
が
団
体

優
勝

(小
-
中
学
生
内
部
)
、
個
人

戦
で
も
立
派
な
成
績
を
お
さ
め
ま
し

た。
こ
の
大
会
に
は
、
小
学
生
市
名
、

中
学
生
幻
名
の
少
年
剣
士
が
出
場
し

日
頃
内
練
習
の
成
果
を
競
い
合
い
ま

し
た
。
ま
た
、

2
月
初
日
に
札
幌
で

行
わ
れ
る
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流

剣
道
大
会
に
は
、
本
町
内
ス
ポ

l
y

少
年
団
が
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
、

執
心
な
練
習
が
続
い
て
い
ま
す
。

。
成
績
は
汰
の
と
お
り
で
す
。

o
団
体
戦

・
小
学
生
的
部

優
勝
今
金
剣
道
少
年
団

A
チ
l
ム

中
学
生
内
部

優
勝
今
金
剣
道
少
年
団

A
チ
!
ム

3
位
今
金
剣
道
少
年
団

B
チ
1
ム

0
個
人
戦

マ
小
学

4
年
以
下
女
子
の
部

3
位

河
村
芳
恵
マ
小
学

6
年
男
子
の
部
優

勝
飯
閏
芭
志
、
同

3
位

庄

司

浩

通

マ
中
学
生
男
子
の
部
優
勝
藤
村
公

介
、
同

2
位

飯

田

拓

也

同

3
位

荒
拘
供
御

• • 

(ん

な

、、、l
fゆ

⑫
揚

私
は
、
こ
の
ま
ま
森
林
が
な
く
な

っ
て
し
ま
う
の
か
、
と
思
う
時
が
あ

り
ま
す
。
ど
う
し
て
、
こ
ん
な
に
森

林
が
な
く
な

っ
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
。

木
を
切

っ
て
、
ゴ
ル
フ
場
や
、
州

や
工
場
を
建
て
て
い
る
。
あ
と
、
木

を
切

っ
て
、
ど
ん
ど
ん
そ
の
木
を
利

川
し
て
物
を
作
っ
て
い
る
。

き
ち
ん
と
計
画
し
て
切
る
な
ら
い

い
け
ど
.

な
ん
と
な
く
、
あ
ま
り
考

え
な
い
で
切

っ
て

い
る
よ
う
な
気
が

す
る
。

森
林
に
つ
い
て

金
原
小
5
年

伊

藤

晴
美
J

今
、
森
林
が
減

っ
て
き
て
い
る
と

い
う
ニ
ュ
ー
ス
や
テ
レ
ビ
番
組
を
見

た
こ
と
が
あ
る
。

緑のオーナー募集案内

緑のオーナー制度(国有林の分収育林)

-国が育ててきた若いトドマツを、契約によ って伐採まで

共同で育て、その樹木を販売した収益を持分に応じ配分

します。

• 1口当たり 50万円又は25万円 (森林保険料を吉みますJ
で、どなたでも、何口でも参加できます。

・森林は閏が責任をもって手入れや管理を行います。

宮 2-0124 

募集期間は、平成 5年10月13日から平成 6年2月25日まてに

ζ 希望により現地へご案内いたします。

詳し(I土、 今金量 林署ま で

本
は
成
長
す
る
の
に
、
何
十
年
も
、

何
千
年
も
か
か
る
。
ス
ギ
な
ど
は
、

何
千
年
も
生
き
る
。

今
町
木
は
、
長
生
き
で
き
ず
に
、

ど
ん
ど
ん
切
ら
れ
て
い

っ
て

い
る
。

森
林
の
に
お
い
が
、
健
康
に
い
い
と
、

吉
う
こ
と
を
判

っ
た
。

都
会
で
は
、
け
む
り
の
に
お

い
や
、

は
い
気
ガ
ス
の
に
お
い
が
し
て
、
気

持
ち
恕
そ
う
。
そ
ん
な
空
気
を
‘
い

っ
ぱ
い
吸

っ
た
ら
、
的
気
に
な
り
そ

う
で
す
。

私
が
住
ん
で
い
る
今
金
は
森
林

に
閥
ま
れ
て
、
い
い
に
お
い
が
‘
す

る
な
ぁ
と
思
い
ま
す
。

人
間
に
は
‘
綴
林
が
必
袈
で
す
。

人
間
が
必
要
な
酸
素
を
作

っ
て
〈
れ

た
り
、
土
砂
く
ず
れ
を
防
い
で
く
れ

た
り
、
森
林
は
人
間
を
守

っ
て
く
れ

て
い
る
の
で
す
。
そ
し
て
、
い
ろ
い

ろ
な
動
物
が
森
林
町
中
で
生
き
て

い

ま
す

E
そ
ん
な
、
森
林
を
転
た
ち
は
大
事

に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
切
っ
て
し
ま
っ
た
森
林

は
、
苗
を
た
く
さ
ん
組
え
て
早
く

元
通
り
に
し
て
や
る
こ
と
が
、
必
袈

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
森
林
、

人
問
、
動
物
た
ち
‘
み
ん
な
が
、
元

気
に
生
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、

大
事
な
こ
と
だ
と
、
思
い
ま
す
。

，

I

J

T

i

s
・‘

っ
て
い

ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

，

一

一

安

比

同

1

逼

日
本
の
た
こ
の
種
類
は
、
龍
な

一

，

A
V
F川
ぷ

却

ど
の
勇
ま
し
い
文
字
を
書
い
た
字

，

-

i

1

1
ι

だ
こ
、
武
者
絵
や
日
の
出
な
ど
を

，

一

男
の
子
は
た
こ
揚
げ
、
女
の
子
描
い
た
絵
だ
こ
、
ゃ
っ
こ
さ
ん
の

一

・
は
羽
根
っ
き
お
正
月
の
楽
し
形
の
や
っ
こ
だ
ニ
屯
ど
、
い
ろ
い

'

，

い
遊
び
で
す
ね
。

ろ
で
す
。
最
近
は
、
日
本
で
も
洋

，

J

と
こ
ろ
が
、
電
線
や
車
の
た
め
風
の
カ
イ
ト
に
人
気
が
あ
り
ま
す
。

，

一
に
、
昔
の
よ
う
に
道
路
で
遊
ぶ
ニ
お
正
月
は
、
つ
い
テ
レ
ビ
や
テ

一

'
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
ま
レ
ヒ
ゲ
ム
で
遊
ん
で
し
ま
い
、

-

a

た
、
原
っ
ば
も
生
な
く
な
っ
た
た
運
動
不
足
に
な
り
が
ち
で
す
。
昔

，

，
的
、
近
ご
ろ
の
お
正
月
は
、

.

.

 

の
よ
う
に
、
風
の
中
を
た
こ

一

，
た
こ
揚
げ
や
羽
根
つ
き
を
す
均
出
・
・
・

糸
を
持
っ
て
、
思
い
切
り
走

・

，
る
子
と
も
が
少
な
く
な
り
ま

A
幽
・
・
・

リ
団
る
の
も
い
い
で
す
ね
。

，

i

し
た
。
た
こ
も
羽
子
板
も
、
長
幽
・
・

お
正
月
の
お
せ
色
料
理
に

.

一
最
近
は
装
飾
品
と
し
て
飾
ら

司
一
-
・

飽
き
た
こ
ろ
、
学
校
の
給
食

一

'
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

ミ
-
-
-
-
が
懐
か
し
く
な
る
子
ど
も
も
、

，

E

お
正
月
に
た
こ
揚
げ
を
す

J
幽
・
・

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

一

-

一
る
習
慣
は
、
江
戸
時
代
か
ら

.

.

 

月
二
十
四

i
z一
+
日
は
、
「
全

一

，
始
ま
っ
た
と
い
め
れ
て
い
ま
す
。

国
学
校
給
食
週
間
」
で
す
。
子
ど

a

E

特
に
お
正
月
の
薮
入
り
(
十
六
日
も
た
ち
の
体
と
食
習
慣
を
考
え
た

・

2

前
後
)
に
、
た
こ
揚
げ
を
す
る
習
学
校
給
食
は
、
ま
す
ま
す
重
要
な

.

一
慣
が
あ

っ
た
よ
う
で
す
。

も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。

一

'

た
ニ
揚
げ
の
季
節
は
、
岳
地
に

'

・
よ
っ
て
さ
ま
さ
ま
で
、
二
月
や
四

A

、

、
主

，

一
月
、
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
は
端
午
の

少

、

一発

で

山

一

'
節
句
の
行
事
と
さ
れ
て
い
る
と
こ

'
/
一

d

d

h

p

'

・
ろ
も
あ
り
ま
す
。
有
名
な
浜
松
白

書

易

d

L
L
』
.

，
た
こ
揚
げ
は
、
五
月
の
連
体
で
す
。

k
d

両

w

一
v
J
i
1
k

，

・

1
4.
、

i

4
r'

'

e

た
こ
と
い
う
名
も
、
い
か
、
い
か

な

/

r

d
、
-
t
J
H
'

，

の
ぼ
り
、
た
か
な
ど
、
地
域
に
よ

"

。

a司
一

，

〕B
 

〔
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〔

ご
不
使
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

〈
町
民
福
祉
課
衛
生
係
}

社会福祉協議会だより
5. 12. 10 

出先の虫学園、量碍圏、祉会福世脇嶋金への多胡の

ご~附あ りがとうございました.

(散体略〉

〈千束県〉 回 図 ' 芳千代替 茂

作 谷 '3 干 〈大成町〉 犬 a ア ザ 乎

〈むつ市〉 大 野 敏 巳悦 下 E 音信

成 図 ~ 昭 商 権 歌 子 自 山 陥 作

〈名司崎市〉 〈灘網町〉 伊 蘭 文

喜 a・ 疋 総 駆 ヨ依 信 夫 山 ロ キヨ乎

〈札嶋市〉 高 木 雅 g 姻

" け ん "

同 回 久 江 鶴 人 雪量 宏佐 々 木金物

剤事大谷蝿主調温融商所回 村 3実 子パチ Jコボンボ ン

T B 麻生庖 C制"・山町〉 山 " ‘E 
~ 

〈盛期市〉 植山北高.号ンティア同好会 北両週担行今金支 E

伊 騒 福 也 道 南 防 提 セ ン ， - 安 庫 " 
〈伊湿布〉 犬 理 司麿 子 今 金 町

伊iI高帯璽置竿枝揖 困 信 芳 今 金 町 ・ 白 姐 合

〈函館市〉 〈今 金町〉 多 図 絹 平

甥 図 明 子 細 図 此帯男鮪 ホ $ 

佐

“ • 崎 中 思 訓惨 続 中
a‘ • 浜 置 ~ 報橿川小学枝 E怯由時金『つ..¥:..，ベ』

小 '" 
テ 』 レ 今 金 町 揖金臨闘会 上 回 B 

$ a度 金 勢 右 山 春 男多 図 守 " 〈楢島町〉 $ 図
'巴

吉町青年団体温絡協凪金

百 白血 君臨 - ，~ 本 光 子 愉 物 久長平

〈七飯町〉 倒 本 政 明回 野ス ト ア

附 山 器防 一 花石老人クラブ 竹 内 正 ヨ民

〈八置町〉 山 Jt 事 好酉 '首 t脅 規

近 a "・
徳 大 S雪 行 雄 芦 重雇 忠

e‘ 
信 属 疋 智 a・ 困 車今金町闘会

"裏方鶴町〉 鈴 木 忍三埠櫨 ，祖 • 高 嶋 ル. 図 久美子 今金町紙宵揖白金

金 民 留三郎 ，<ーラ ードラゴン加 師 乎 代

〈よノ個町〉 石井照子 ー淳子宮 回 守 関

榔 原 孝 極水 上 飼 蝿 人形劇岡貯金は こぶね

金 手 " 重 8・ 関 麟 子大和谷 正 • 〈厚沢... " 石 S乎 組 干奇金蝿入 金

高 '時 争 サ現匝 山 司院 .怜 肉 礼 予

Jt 島 ~ 温イイダ呉眉唐 .. 村 池

高 野 a ."医 関 まさえ 町児童書院臨属生

〈江差町〉 児 玉 園 子旭 図 " 嘗補 • 掴 経 属 彰 g 女今 村 足 U陸

下 岡 事 住今金町帯十字奉仕団 舞踊費時 金

久保図 作 実 相 工 週 陸大正曹司t .. 金

{ 鴨 辻 喧 股 工 草 川 村 均

お

知

ら
せ
ー

年
金
相
談
自
の

お

知

ら

せ

年
金
に
関
す
る
質
問
や
相
談
を
次

の
日
程
で
お
受
け
い
た
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

『戸

u
-官
ロ

年
末
年
始
の
公
衆

浴
場
の
営
業
に
つ
い
て

き

1
月
初
日
附

午
前
日
時

i
午
後
3
時
ま
で

2
、
と
こ
ろ

役

場

町
民
相
談
室

3
、
相
談
員
函
館
社
会
保
険
事
務

所
職
貝
1
名

〈
町
民
福
祉
課
年
金
係
〉

と

1 

年
末
年
始
的
公
衆
浴
場
内
営
業
は

次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

マ
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
浴
場

ロ
月
白
日
ロ
時

1
m時
ま
で
営
業

1
月
1
日
か
ら
3
日
ま
で
休
業

1
月
4
日
か
ら
平
常
官
業

マ
種
川
温
泉
休
憩
所

ロ
月
抗
日

9
時
j

日
時
ま
で
営
業

1
月
1
日
休
業

1
月
2
日
か
ら
平
常
営
業

な
お
、

1
月
初
z
，

m目
的

3
日
問
、

休
業
と
主
り
ま
す
。

{
町
民
福
祉
課
衛
生
係
〉

願
告
受
付
期
間

固
ま
で

平
成

6
年
l
月
目

積
極
的
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

毎
年
一
月
一

O
日
を

二
一

O
番
の

日
」
と
定
め
て
お
り
ま
す
。

利
用
す
る
と
き
は
、
次
の

6
つ
の

ポ
イ
ン
ト
に
注
意
し
て
か
け
ま
し
ょ

、司ノ。

b

」.‘
「，，。

官

一

一

O
番
は
、
通
報
と
同
時
に

出
動
を
指
令
し
ま
す
。
あ
わ
て
ず

に
警
察
官
の
質
問
に
答
え
て
く
だ

さ
い。

合

一
一
O
番
の
「
い
た
ず
ら
電
話
」

は
み
ん
な
が
迷
惑
す
る
の
で
や
め

ま
J

レょ‘ヲ。

特
典
主
ど

除
排
雪
作
業
に

ご
協
力
を
H
H

一

斑
授
業
料
は
か
か
り
ま
せ
ん。

出
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
で
職
業
安

定
所
的
入
学
指
示
を
受
け
た
方
は
、

入
学
期
間
中
保
険
金
が
延
長
し
て
支

給
さ
れ
ま
す
。

。
遠
方
で
通
学
困
維
な
方
は
寄
宿
舎

を
利
用
で
き
ま
す
.

合
何
が
あ

っ
た
か
ヲ

古
ど
こ
で
ワ

本
格
的
な
雪
の
季
節
と
な
り
ま
し

た
。
路
上
駐
車
な
ど
が
あ
り
ま
す
と
、

除
排
雪
作
業
の
妨
げ
と
な
り
ま
す
.

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

A

北
楠
山
警
察
署
〉

古
い
つ

官
犯
人
は

古
今
ど
の
よ
う
に
な

っ
て

い
る
か
?

北
海
道
立
江
差
高
等

技
術
専
門
学
院

平
成

6
年
度
の

学
生
募
集
に
つ
い
て

詳
し
い
こ
と
は
左
記
ま
で

北
海
道
立
江
差
問
等
技
術
専
門
学
院

2
0
1
3
9
5
1
2
1
0
1
6
0
 

〈
連
山
政
諜
管
理
係
}

官
あ
な
た
は
ヲ

年
末
年
始
患
者
輸
送

パ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

。
ま
た
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し

一
月
一

O
日
は

江
差
公
共
版
業
安
定
所

ト

A'
ニー，。

2
0
1
3
9
5
1
2
1
0
1
7
8
 

募
集
科
目
建
築
科
、
土
木
地
工
管

理
科

(
い
ず
れ
も
男
女
は
問
い
ま

せ
ん
)

合

一

一

O
番
は

「
早
さ
が
命
」
で

す
。
事
件
事
故
に
あ
っ
た
と
き
は
、

ま
ず
先
に
「
一

一
O
番
」
し
ま
し

「

一
O
番
の
日
」
で
す

ロ
月
別
日
か
ら
翌
年
l
月
6
日
ま

で
運
休
い
た
し
ま
す
。

一
O
番
を
正
し
く

皆
さ
ん
に

• 

• 

• 

• 

(町民福祉課衛生係 ー国保係)

記

1、手続 きに必要なもの

①医療費町制求瞥

②印債

③口座番号

2、申 情場 所

町民稲祉課国保係 (5番窓口)

3、 貸 付 額

日航時荘1'1分の 9割

〈例〉病院からの鮪求額30万円

(300 ， 000円 -63 ， 000円 )XO . 9~213 ， 300円

七備 考

イ、無利子無担保で保証人も不要です.

ロ、後目、高額療養費分と貸イ持置の差額も戻ります.

ハ、貸付申日背後、 1週間以内に指定口座に撮り

込み予定です.

ニ、医療賛同支払後に高額療養費払戻手続きを

行って下さい.

。 その他不明な在及び高額療養費に関するご相談等

がありましたら 、町民福祉課国保係までお問い合

わせ下さい.

電信番号 2 -OIII(内線126J1.は125)

国保の高額療養費
貸付制度について

今、医療費は医療の高度化且び技術的進歩により

益々日医療費化傾向にあり、被保険者が病院に支払

う自己負担金が悶額になっております.

国民健康保険では自己負担金円高額化に対応して

悶額医療'此の貸付制度を設けており、下記町通りに

なっておりますので、どうぞご利用〈だきるよう

主製主主主主主a

月みんなの健
機診を受けて明るい健康づくり

全地区

多
く
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
.

婦
人
科
検
診
は
、
ガ
ン
以
外
に
も

子
宮
筋
腫
等
も
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら

4
種
類
の
検
診
に
つ
い
て

の
詳
し
い
日
程
等
に
つ
い
て
は
、
後

目
、
皆
様
に
周
知
さ
れ
ま
す
の
で
、

ご
夫
婦
、
又
は
友
人
、
近
隣
町
人
に

声
か
け
を
し
て
下
さ
い
。

一
人
ひ
と
り
が
検
診
を
受
け
、
健

康
で
い
る
こ
と
は
、
家
族
、
地
域
の

幸
せ
に
な
り
ま
す
。

今
回
、
是
非
検
診
を
受
け
、
健
康

チ
エ
ン
タ
を
し
ま
し
ょ
う
。

〈
町
民
福
祉
課
保
健
指
導
係
}

10 : 00-15 : 00 

ガ
ン
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

9 : 00-】

庁
ン
は
、
死
亡
の
第
1
位
を
占
め

て
お
り
、
特
に
働
き
盛
り
の
年
齢
に

多
い
病
気
で
す
。
初
期
に
お
い
て
は

自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
、

こ
の
時
期
に
い
か
に
早
く
見
つ
け
る

か
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

町
で
も
、
2
月
に
種
々
の
ガ
ン
検

診
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

乳
房
検
診
で
乳
房
同
病
気
だ
け
で

な
く
、
甲
状
腺
の
病
気
の
有
無
も
わ

か
り
ま
す
.

間

大
腸
病
検
診
で
は
、
庁
ン
を

は
じ
め
、
損
傷
や
ポ
リ

l
プ
な
ど
も

最
近
、
ガ
ン
に
関
す
る
こ
と
に
つ

い
て
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
ガ
ン
予
防

は
、
庁
ン
を
発
生
さ
せ
な
い

一
次
予

防
と
、
で
き
た
ガ
ン
を
早
く
発
見
し

て
早
期
治
療
す
る
二
次
予
防
が
あ
り

ま
す
。一

次
予
防
に
つ
い
て
は
、
残
念
な

が
ら
ま
だ
完
全
な
も
の
は
あ
り
ま
せ

ん
.
現
段
階
で
は
、
早
期
に
発
見
し
、

治
離
す
れ
ば
ほ
ほ
剛
%
な
お
す
、
』
と

が
で
き
ま
す
。

最
近
、
人
間
ド

Y
7

な
ど
で
、
種
々
の
ガ
ン
検
診
を
受
け

て
い
る
方
L
a
y
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

畢聞封摘をされ
ている方

民佳生
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小・中学生絵画書道展(町長賞)作昂1月の休日当番医
l日 岩 間 医院 (今金)密②0057

2日 北楠山町国保病院 (北楠山)宮④5321

3 日今金町国保病院(今金) ~②0221

9日 北槍山町国保病院 (北楠山 ) ~④5321

1 5 日 富田医院(今 金) 釘② ~324
16 日 今金町国保病院 (今 金 ) ~②J22 1

23日岩間医院(今金) ~②0057

30日 北槍山町国保病院(北柑山) ~③5321

なお、 l日-3日は正午までです。

ム松永さゆり(今中 3年)
や令今住民の動態令やや

(前月対比)

(+ 1 ) 

(+ 6 ) 

(-5 ) 

( 0) 

11月末現在
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正
問
龍
H
政

た

樫

お

沢

崎

重

崎

図

黒

山

八

山

突
通
安
全
カ
レ
ン
ダ
ー
を
贈
る

幼
稚
園
-
』
ぐ
ま
ク
ラ
ブ

交
通
安
全
運
動
に
取
り
組
ん
で
い

る
今
金
幼
稚
園
児
と
お
母
さ
ん
た
ち

で
つ
く
る
「
こ
ぐ
ま
ク
ラ
ブ
」
の
メ

ン
バ
ー
が

3
班
に
分
か
れ
、
函
館
土

現
今
金
主
張
所

・
A
7
金
警
察
官
派
出

所

・
役
場

・
正
和
運
輸
を
訪
れ
、
除

雪
の
仕
事
へ
の
お
礼
と
交
通
安
全
指

導
等
へ
の
お
礼
の
気
持
ち
を
込
め
て
、

手
作
り
の
交
通
安
全
カ
レ
ン
ダ
ー
を

贈
り
ま
し
た
。

子
供
た
ち
も
元
気
な
声
で
、
事
故

に
あ
わ
な
い
よ
う
に
交
通
ル

l
ル
を

守
る
こ
と
を
約
束
し
て
い
ま
し
た
。

ロ
月
M
日
に
か
わ
い
い
子
供
た
ち

町

石

町

神丘高古

旭

旭

白

48歳

76歳

60歳

64歳

11月26日

12月6日

12月8日

12月11日

圏お〈やみもう Lあげます

中村

本

さ

ん

さ

ん

さ

ん

さ

ん

子

高

田

ナ

ソ

車包

ノ、

ヨ

坪

水

清E

柳

発
行
/
北
海
道
今
金
町
役
場

間
②

O
T
-
-番

• 

の
勧
聞
を
受
け
た
今
金
派
出
所
員
は

事
故
多
発
で
緊
張
ぎ
み
の
目
を
細
め

て
い
ま
し
た
.

編
一集
一後
一記

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

ロ
月
日
目
的
チ
ャ
コ

y
ト
パ
レ
エ

サ
ー
ク
ル
発
表
会

「
く
る
み
割
り
人

形
」
は
、
父
母
ら
の
協
力
の
も
と
、

大
成
功
を
お
さ
め
ま
し
た
。

手
作
り
の
す
ば
ら
し
い
舞
台
、
来

年
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

編
集
/
企
画
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整
課
広
報
広
臆
係
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